
逃がすもんか!!
　北金ヶ沢漁港で、つがる

日本海お魚大漁まつりが開

催されました。つかみどり

体験では、大物を狙い、必

死に追いかけていました。�
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in
北
金
ヶ
沢
漁
港�

　
北
は
小
泊
（
中
泊
町
）
か
ら
南
は
大
間
越
ま
で
５

市
町
の
10
漁
協
が
手
を
取
り
合
い
、
漁
業
者
自
ら
の

手
で
浜
を
活
気
づ
け
よ
う
と
、
つ
が
る
日
本
海
お
魚

大
漁
ま
つ
り
が
６
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、
会
場
の
北

金
ヶ
沢
漁
港
荷
捌
所
に
約
５，

８
０
０
人
が
訪
れ
ま

し
た
。�

　
会
場
内
で
は
、
水
産
加
工
品
や
新
鮮
な
魚
介
類
の

販
売
の
ほ
か
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
む
家
族
で
大
賑
わ
い
。

さ
ら
に
、
漁
師
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
魚
の
つ
か
み

ど
り
体
験
や
い
け
す
釣
り
体
験
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
３
回
目
と
も
あ
っ
て
、
昨
年
の
よ
う
な
身

動
き
の
取
れ
な
く
な
る
よ
う
な
混
雑
も
な
く
な
り
、

全
体
的
に
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
実
行
委
員
会
は
来
年
以
降
も
開
催
し
て
い
き
た
い

と
し
て
い
ま
す
。�

　つかみどりや、いけす釣りに参加した子供たちは、今晩のお
かずにと願う家族の熱い思いを受け、必死に追いかけました。�

　ＢＢＱコーナーでは、サザエやイカなどを炭火焼で
楽しんでいました。また、数量限定のカニ汁やしじみ
汁など、出汁の効いた味に舌鼓を打っていました。�　各漁港から持ち寄った自慢の魚介類がずらりと並

び、大戸瀬中学校の生徒がボランティアスタッフと
して臨機応変に対応し、立派な活躍を見せました。�

　
北
金
ヶ
沢
漁
港
か
ら
千
畳
敷
を

目
指
す
30
分
ほ
ど
の
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
。
千
畳
敷
に
到
着
す
る
と
リ
ゾ

ー
ト
し
ら
か
み
が
ち
ょ
う
ど
通
過

し
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

海
か
ら
の
眺
望
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。�

話
題
と
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
。�

浜
の
か
っ
ち
ゃ
達
が
集
結
し
た
。�

�

　銀杏保育園児によるお遊戯や漁師ののど自慢大会など
のイベントが繰り広げられました。�

　チャレンジイベントのアームレスリングの最終決戦
は、漁師対決となり、普段の力仕事で鍛えられた腕力
を披露しあいました。�
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「深浦マグロステーキ丼」デビュー5周年記念フォーラム�
　
６
月
14
日
、
新
・
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ご
当
地
グ
ル
メ
「
深
浦
マ

グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」（
マ
グ
ス
テ
丼
）

が
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
５
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
ず
初
め
に
、
５
周
年
を
記
念
し
、

期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
「
マ
グ
ス
テ
丼

プ
レ
ミ
ア
ム
」
が
お
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
。
マ
グ
ス
テ
丼
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、

普
段
の
マ
グ
ス
テ
丼
に
「
深
浦
牛
」

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
最
強
コ
ラ
ボ
商

品
と
な
っ
て
お
り
、
実
食
し
た
吉
田

町
長
は
「
お
肉
が
柔
ら
か
く
て
美
味

し
い
。
深
浦
マ
グ
ロ
と
深
浦
牛
の
ど

ち
ら
も
味
わ
え
る
と
は
、
贅
沢
な
一

品
」
と
、
と
て
も
満
足
し
た
様
子
で

し
た
。
（
マ
グ
ス
テ
丼
プ
レ
ミ
ア
ム

の
詳
細
は
、「
お
い
し
い
時
間
」
で
紹

介
し
ま
す
。）�

　
次
に
、
マ
グ
ス
テ
丼
デ
ビ
ュ
ー
か

ら
５
年
間
の
軌
跡
を
た
ど
る
記
念
ム

ー
ビ
ー
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
　
Ｐ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
〜
マ
グ
ス
テ
丼
に
魅
せ
ら
れ

た
「
地
域
バ
カ
」
た
ち
の
物
語
〜
」

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
マ
グ
ス
テ
丼

が
誕
生
す
る
ま
で
の
苦
悩
や
努
力
の

結
晶
が
詰
ま
っ
た
ム
ー
ビ
ー
に
、
感

動
し
、
涙
す
る
人
も
。�

　
最
後
に
、
吉
田
町
長
、
ヒ
ロ
中
田

氏
、
深
浦
マ
グ
ロ
料
理
推
進
協
議
会

の
西
　
朋
会
長
、
エ
フ
エ
ム
青
森
の

境
香
織
氏
に
よ
る
、
マ
グ
ス
テ
丼
活

動
５
年
間
の
振
り
返
り
、
そ
し
て

「
食
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
へ

の
次
な
る
一
手
と
題
し
て
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
ヒ
ロ
中
田
氏
は
「
５
年
た
っ

た
今
で
も
、
マ
グ
ス
テ
丼
が
人
気
な

の
は
、
町
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
お
り
、
さ
ら
に
事
務
局
、
提

供
店
舗
が
一
生
懸
命
だ
か
ら
。
一
人

ひ
と
り
が
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
が
作
ら
れ
て
い

く
。
こ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
者

へ
の
努
力
を
称
え
ま
し
た
。�

　
マ
グ
ス
テ
丼
は
、
２
０
１
３
年
６

月
14
日
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
販
売
提
供

数
は
現
在
の
18
万
６
千
食
超
（
日
販

平
均
１
０
２．

２
食
）
が
示
す
と
お

り
、
町
の
新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
定
着
し
、
来
訪
客
の
呼
び
水

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
５

年
間
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間

で
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
た
め
、

関
係
者
は
改
め
て
、
気
持
ち
を
一
つ

に
し
ま
し
た
。�

�

　
交
通
事
故
や
犯
罪
、
非
行
の
な

い
明
る
い
地
域
社
会
に
し
よ
う
と

交
通
安
全
・
青
少
年
非
行
防
止
・

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
町
民
総

決
起
大
会
が
、
６
月
21
日
、
各
地

区
や
団
体
、
事
業
所
か
ら
約
２
５

０
名
が
参
加
し
、
町
民
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
先
立
ち
、
青
い
鳥
保
育

園
、
み
よ
し
保
育
園
、
え
の
木
保

育
園
、
み
は
る
保
育
園
の
園
児
た

ち
が
、
太
鼓
や
遊
戯
等
を
披
露
。

そ
し
て
「
道
路
に
飛
び
出
し
ま
せ

ん
」
と
、
大
き
な
声
で
交
通
安
全

を
誓
い
ま
し
た
。�

　
大
会
で
は
、
深
浦
小
学
校
児
童

代
表
の
新
岡
正
重
郎
く
ん（
６
年
）

が
「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を

実
行
し
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
交
通
安
全
に
注
意
し
、

気
を
つ
け
ま
す
」
と
交
通
安
全
を

宣
言
。
そ
の
後
、
鯵
ヶ
沢
地
区
保

護
士
会
の
安
田
悠
宏
会
長
が
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
夕
陽

公
園
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
町

内
で
は
昨
年
８
月
に
バ
イ
ク
に
よ

る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

関
係
者
は
身
近
に
起
こ
る
危
機
感

を
改
め
て
認
識
し
、
交
通
事
故
の

な
い
町
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
づ
く
り
へ
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。�

マグステ丼プレミアムを実食�

トークセッションの様子�

各自治体の関係者も出席�

各提供店舗の皆さん�

�

保育園児による遊戯�青森県警察音楽隊による演奏�

新岡正重郎くん�青森県警とコラボしたイギリストースト�

交通安全交通安全・青少年非行防止青少年非行防止・�
社会を明るくする運動町民社会を明るくする運動町民�総決起大会総決起大会�
交通安全・青少年非行防止・�
社会を明るくする運動町民�総決起大会�
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深浦町総合戦略課　企画調整係�
電話　74－2122�

みなさんの身近な話題・行事・出来事�
などの情報をお寄せ下さい。�

選手宣誓する岩谷さん�

　町朝野球協会主催のナイターリーグが開幕しました。

今大会には４チーム約80名が参加し熱戦が繰り広げ

られています。�

　この日は開会式が行われ、コンバットの岩谷拳悟選

手が「精一杯プレーすることを誓います」と熱戦を約

束しました。�

　リーグ戦は７月中旬まで12試合行われ、優勝チー

ムは県大会へ出場することとなっています。�

各学校ごとに自己紹介をしました�

　身近にある町の水産業について学習し体験してもら

う「深浦マリンキッズ」の開講式が、町民文化ホール

で行われました。�

　今年は、町内３小学校から15名（男子４名、女子

11名）が参加。�

　マリンキッズはスノーケリングを体験する７月下旬

の海洋自然学校を皮切りに、ワカメの沖出し体験やイ

トウふ化場での体験など３月まで海や魚と触れ合う活

動を行う予定です。�

読み聞かせに魅了されました�

十二湖駅で集合写真�

放水演習の様子�

稚魚を放流する児童�

　大童子川内水面漁協主催のヤマメ放流式が行われ、

柳田保育園児、修道小３年生が参加しました。�

　放流式に先立ち、子どもたちはヤマメの生態につい

て学習。同じヤマメでも育つ環境や時期によって見た

目が全く違うこと、なぜ稚魚を放流しているのかを学

習し理解を深めました。�

　続いて、大童子川河川敷で体長６㎝ほどに成長した

ヤマメの稚魚２千尾を放流。子どもたちは川の中を泳

ぐヤマメをのぞき込み、大きくなって帰ってきてねと

声をかけていました。�

　ひまわり号を走らせる会（秋田県能代市）

が主催し、障害の有無や年齢を問わず交

流を深めながら鉄路の旅を楽しむ「第27回ひまわり

号走る」が、十二湖地内で開催されました。�

　８時43分に十二湖駅に到着した列車からは、約200

名の参加者が続々と降り立ち、十二湖リフレッシュ村

を目指し歩き始めました。散策中は青空が広がり、目

的地へ到着した参加者らはステージイベントを楽しみ

ながら交流を深めました。�

　西北五つがる読書推進協議会主催の「親

子ふれあい読書アドバイザー・読み聞か

せ研修会」が、深浦小学校で開催されま

した。この日は、約60人の一般の方々と深浦小学校

の全児童が集まり、秋田県歌とお話の会「グループか

ぜ」の方々による、読み聞かせと演奏に聞き入ってい

ました。�

　普段読んでいる絵本を読み聞かせ、さらに絵本の楽

しさを知った子どもたちは、「次はどんなおはなしか

な？」とわくわくした表情を見せていました。�

　深浦町と鰺ヶ沢町で構成している鰺ヶ

沢地区消防団連絡協議会主催の観閲式が、

深浦港港湾施設及び役場駐車場を会場に

開催され、両町の消防団員約500名が地域防災力向上

への士気を高めました。�

　団員の団結を強化し、部隊の行動や消防活動動作の

確認と地域住民を守るための決意を新たにすべく実施

された観閲式は、人員服装や機械器具点検、分列行進

などを行い、日頃の訓練の成果を披露しました。放水

演習では、ポンプ車が海水を汲み上げて一斉に放水し、

有事の際の一連の流れを確認しました。�
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s
黒
崎
地
区
�

s
大
間
越
地
区
�

積み込み作業する生徒たち�

　大間越地区・黒崎地区「鹿嶋祭り」がそれぞれ行われました。そのうち大間越地区の鹿嶋祭りでは、天候に

も恵まれ、勇壮な鹿嶋太刀振り踊りが華やぎを添えました。�

　鹿嶋祭りは、昭和59年に県の無形文化財にも指定されている郷土芸能。鹿嶋の御船祭りや江戸時代に広ま

った鹿嶋信仰に由来するものとされ、津軽地区に残る虫送り行事の一種であると考えられています。祭りのフ

ィナーレは、鹿嶋船に大漁、悪疫退散、虫送りの願いを乗せて海に流します。�

　踊りを見に駆けつけた地域住民らは勇壮な踊りに歓声を上げていました。�

大切な御縁をいただいたお客様に�～ありがとう～�と言われる仕事を心掛けています。�
ご用命は �

任せて安心の�

家族葬から一般葬・社葬まで�

ご予算に応じた御葬儀を�

提案・施工いたします。�

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ �

「一般貨物自動車運送事業（霊柩）�第�４�９�７�号」 �

厚生労働省認定�

１級葬祭ディレクター在籍店�

FAX：74‐4546電話�電話�（７４）４５３６�365日・24時間受け付けております。�

つがる市森田町森田月見野300-3　つきみの団地37�

TEL 0173－26－4341　携帯 080－6001－1760

五所川原塗装工業会会員�

代　表　藤 田　一 哉�

登録建設塗装基幹技能者�

一級建築塗装技能士�
一級鋼橋塗装技能士�
職 業 訓 練 指 導 員�
外壁アドバイザー�

※１、２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！�

　健康万歩計は、西北五医師会が、�

皆さんが健康で元気に過ごすための�

必要な情報を提供し、ドクターから�

のアドバイスを紹介するコーナーで�

す。　�

一　戸　　　淳�先生�
医療法人誠仁会尾野病院 院長�

今月のドクター�

超高齢化社会と認知症�

健康�
万歩計�
健康�
万歩計�

　みなさんは2025年問題をご存知でしょうか。

戦争が終わった直後の1947年から1949年生ま

れの、いわゆる団塊の世代の人たちが75歳を

迎えて後期高齢者となる超高齢化社会のことを

いいます。700万人の日本人、つまり65歳以上

の高齢者５人に１人が認知症になるだろうとい

われています（2012年には462万人、65歳以

上の７人に１人が認知症というデータがありま

す）。�

　認知症の原因となる病気はいろいろあります

が、特に多い病気はアルツハイマー型認知症で

す。アルツハイマー型認知症は、つい先ほどの

出来事が思い出せなくなるという特徴がありま

す。しかし本人が物忘れを自覚しないことが多

く、病院に受診したときには病状が進行してい

る場合があります。病気の進行により、物忘れ

以外の症状として、興奮・妄想・幻覚・幻視（な

いものが見える）・易怒性（怒りやすくなる）・

うつ状態（気分の落ち込みなど）・失禁（尿や便

をもらす）・徘徊（目的なくあちこち歩きまわる）

といった症状が現れることがあり、治療が難し

くなることがあります。ご家族や周囲の方たち

の『あれ？以前と比べて変わってきているか

な？』という気づきが早期診断の手がかりとな

ることがあります。�

　アルツハイマー型認知症の原因はある程度わ

かっていますが、今のところ特効薬はありませ

ん。症状の進行を遅らせる数種類の飲み薬と貼

り薬があります。治療の中心は非薬物療法です。

孤独にならず、家族と楽しく過ごすことや、デ

イサービスやデイケア、訪問サービスなどを利

用し、他者とのコミュニケーションをとってい

くことが大切です。また、音楽療法や昔のこと

を話し合う回想法により症状の改善が認められ

るといわれています。�

　喫煙、飲酒、運動不足、偏食、糖尿病などが

アルツハイマー型認知症の発症リスクを高める

といわれていますので、生活習慣の改善が発症

予防のため大切になります。�

　今後は少子・超高齢化社会となり、2025年

には20歳～64歳の労働者1.8人で１人の高齢者

を支えなければならないという厳しい時代に突

入していきます（今は2.2人で１人の高齢者を

支えています）。そのような時代に生きる私た

ちは、『年老いても元気に！自分のことは自分

で出来る！』ということをスローガンに、一人

ひとりが楽しく、心豊かな老後を過ごしていけ

る社会にしていきたいものと感じています。�
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はま�
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●�
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ホ�テ�ル�ミ�ナ�ミ�
●�

ホ�テ�ル�ミ�ナ�ミ�
●�くすりの大越�
●�ちえ美容室�

●�

ローソン�

●�

ブ�ッ�ク�オ�フ�

N�

校�
学�
小�
四�
第�

入院施設有�

往 �診�快�諾�

■�ペ�ッ�ト�ホ�テ�ル�有�

■�避�妊�・�去�勢�手術�随�時�受�付�

■�狂�犬�病�・�フ�ィ�ラ�リ�ア�・�
　�混�合�ワ�ク�チ�ン�予�防�実�施�

■�各�種検�査�、�健康�診�断�（�血�液�・�
　�レ�ン�ト�ゲ�ン�・�超�音�波�・�内�視�鏡�・�
　�心�電�図�等�）�

◎診療時間�

秋田県能代市藤山114番地�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�・�祝日�

http://www.takekuma-vet.com/

の�
了�
終�
は�
間�
時�
付�
受�3�0�

す�
で�
で�
ま�
前�
分�○� ○� ○�

1�:�3�0�

5�:�0�0�

1�:�0�0�

3�:�0�0�

1�0�:�0�0�

1�2�:�0�0�

○� ○�
3�:�0�0�

5�:�0�0�

「�思�いや�り�の�心�」�と�「明�る�く誠�実�に接�す�る�」�動�物病�院�を�目�指し�て�い�ま�す�。�

狂�犬�病予�防�注射�は�病�院で�随�時接�種�でき�ま�す�。�
◆診療�時�間が変更になる場合がありま�す�の�で�
　電話�等�で確認してくだ�さ�い�

　岩崎中学校（工藤勝昭校長）の全校生徒とその

保護者が岩崎地区を対象に廃品回収を行いました。�

　天候に恵まれた当日は、生徒たちが各家庭から集められた新

聞や雑誌、段ボールなどをトラックの荷台に積み込んでいまし

た。生徒会長の徳田玲桜さんは「無事に終わってよかった。岩

崎中学校のスローガンでもある『地域に貢献する生徒・学校』

が実践できたと思う」と話していました。�

　同校では、10月にも廃品回収を予定しており廃品等を随時

受付しているとのことです。�

　町納税貯蓄組合長会議及び納税貯蓄組合連合会

（納貯連）総会が、町民文化ホールで行われました。�

　始めに、納期内完納継続の納税貯蓄組合長や５年以上勤務し

退職された組合長、２５年以上勤務の組合長を表彰。総会では、

七戸連合会長よりあいさつがあった後、今年度の事業計画など

が承認されました。　�

　町の税徴収納は、県内上位。町税の安定確保に向けて、納貯

連では税知識の普及、啓もう活動を展開することとしています。� 町長表彰を受賞した小角和雄さん（岩崎下）�

■問合せ先�
　総合戦略課�
　企画調整係�
　TEL 74－2122

会社やお店の�
宣伝・イベントの�
告知にご利用�
ください！�
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深浦町食生活改善推進員会の深浦町食生活改善推進員会の�深浦町食生活改善推進員会の�地産地消レシピ地産地消レシピ�地産地消レシピ地産地消レシピ�地産地消レシピ�

　笹餅は、笹の殺菌効果を利用し、餅の保存性を高めるなど昔からの知恵が活か�

された郷土料理のひとつです。青森県の笹もちの特徴は、包まれた餅があんこを�

混ぜたもので、ひもで縛らない包み方であるということです。�

　津軽では、節句や地区の神楽、田植え時期に家庭で作られています。�

『笹　餅』�
● 材　　料（10個分）�

・あんこ　240ｇ（砂糖入り）　　・砂　糖　大さじ1.5�

・水　大さじ４　　・もち粉　120ｇ　　・笹の葉　10枚�

�

●作 り 方�

①鍋にあんこ・砂糖・水を加えて火にかけ、木べらで良く混ぜながらト

ロトロになるまで煮、火からおろして人肌程度に冷やしておきます。�

②笹の葉をぬれ布巾できれいにふいておきます。�

③分量の粉をボウルに入れ、①を2回くらいに分けて混ぜ合わせ、手でよ

くこねて耳たぶよりも軟らかい生地を作ります。（固いようなら、人

肌程度のお湯を加えて調節しましょう）  �

④生地を笹の大きさに合わせて丸めておきます。（笹の両端が、１㎝位

残るようにします）�

⑤丸めた生地を笹の片側にのせ、つぶさないようにかぶせます。  �

⑥蒸し器を火にかけ、蒸気がでたら⑤が隣どうし、重なりあわないよう

に並べて蓋をします。�

⑦約15分程度蒸したら⑥の餅を１個取り出して中まで火が通っているか

確かめます。餅が生の状態ならさらに蒸し、再度確認して蒸し器を火

からおろし、取り出して出来上がりです。�

  �

●ポイント�

・砂糖の量は、あんこの甘さにより調節しましょう。�

・餅の硬さはもち粉の量で調整しましょう。�

�

●冷凍する場合は�

　笹餅が蒸しあがってから粗熱をとり、ポリ袋やジップロックなどに入

れて冷凍しましょう。�

　食べる時は、食べる分だけ取り出し、自然解凍して食べましょう。�

�

●１個分の栄養価�

・エネルギー　87kcal　　・たんぱく質　3.1g�

・脂　　質　　0.1g　　　・炭水化物　　17.4g�

�

ささ　　もち�

�

�

�

ふかうら学ふかうら学�ふかうら学�
「郷土の歴史や文化を学び、多彩な芸術にふれてみよう！」�

深浦町歴史民俗資料館・美術館　を紹介します。�

　歴史民俗資料館では、古代の深浦から藩政時代、

現代に至るまでの郷土の歴史を紹介しています。�

　展示資料の古いものは広戸地区の一本松遺跡から

出土した縄文時代中期末（約４，６００年前）のも

のといわれる両腕を広げる「板状土偶」が展示され、

民具コーナーでは厳しい自然のなかで力強く生きて

きた私たちの先祖の様々な生活用具や農具などを展

示紹介しています。�

【歴史民俗資料館】【歴史民俗資料館】�【歴史民俗資料館】�

■深浦町民の方は観覧無料です。お気軽にお越しください。�

■深浦町歴史民俗資料館・美術館　深浦町大字深浦字苗代沢80－1　ＴＥＬ・ＦＡＸ　74－3882

　資料館特別展では、普段目にすることができない

貴重な資料や品々を展示紹介しています。�

　今年は圓覚寺御本尊十一面観音の３３年に一度の

御開帳に合わせて圓覚寺が所蔵している勝海舟、山

岡鉄舟、高橋泥舟、西郷隆盛など「江戸城無血開城」

に活躍した著名人の墨跡展を開催しています。�

■期間：６月１日（金）～８月２０日（月）　�

【歴史民俗資料館【歴史民俗資料館・特別展】特別展】�【歴史民俗資料館・特別展】�

　深浦町美術館では、県内外で活躍する作家や町出

身の作家の企画展を開催しています。そのほか「青

森県選抜美術作家展」で収集した貴重な作品を展示

していますので、多彩な芸術作品をご鑑賞ください。�

　企画展では「対馬玲子作品展」が開催されていま

す。�

　都会の華やかさと哀愁に満ちた世界を美しい中間

色の色感で描きだしている必見の作品です。�

■期間：７月１日（日）～９月９日（日）�

【美術館【美術館・企画展】企画展】�【美術館・企画展】�

子育て支援センター「ほ�
ほえみ」参加者の皆さん�
と作りました。�
笹餅を知らないお母さん�
もいて、美味しいと喜ん�
でもらえました。�

①�

③�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦�
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日
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ョ
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催
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取
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ら
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ェ
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ェ
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。
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ェ
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深浦町の総面積　488.89H
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に
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７
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さ
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。
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子
　
北
金
２
区�

�

大
　
川
　
海
　
惟
　
昭
　
裕�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
　
　
北
金
２
区�

一
　
戸
　
康
　
弘
（
五
所
川
原
市
）�

田
　
浦
　
亜
理
沙
（
４
　
　
区
）�

成
　
田
　
裕
　
太
（
３
　
　
区
）�

大
　
柳
　
真
　
夏
（
３
　
　
区
）�

川
　
幡
　
哲
　
志
（
岩

崎

上
）�

黄
金
崎
　
夏
　
未
（
舮
　
　
作
）�

か
い
　
　

り�

深
浦
短
歌
会�

く
だ�

有
　
馬
　
省
　
吾
（
83
歳
）
６
　
　
区�

山
　
本
　
義
　
光
（
82
歳
）
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区�

玉
　
田
　
榮
　
悦
（
77
歳
）
相

野

山�

工
　
藤
　
行
　
雄
（
87
歳
）
塩

見

崎�

兼
　
平
　
　
實
　
（
85
歳
）
田

野

沢�

古
　
川
　
ヤ
　
ヱ
（
96
歳
）
北
金
３
区�

櫻
　
庭
　
と
も
え
（
86
歳
）
　

関�

岩
　
谷
　
幸
太
郎
（
87
歳
）
柳
　
　
田�

古
　
田
　
み
つ
え
（
86
歳
）
沢
　
　
辺�

七
　
戸
　
和
　
子
（
91
歳
）
岩

崎

下�

堀
　
内
　
定
　
光
（
84
歳
）
岩

崎

中�

川
　
内
　
紀
　
夫
（
68
歳
）
正
　
　
久�

七
　
戸
　
徹
　
夫
（
83
歳
）
黒
　
　
崎�

鈴
　
木
　
ト
ミ
ヱ
（
93
歳
）
黒
　
　
崎�

「
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼�

　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
」�

　
　
　
　
￥
２，
０
０
０�

い
わ
き
や
ま�

体
育
祭「
と
も
に
」�

　
６
月
９
日
（
土
）
に
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
の
選
抜
リ
レ
ー
で
は
、
教
員
チ
ー

ム
も
参
戦
し
、
生
徒
に
負
け
ま
い
と
一
生
懸
命

な
走
り
を
見
せ
、
競
技
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
綱
引
き
で
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
３
年
次
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
発
揮
し
ま
し
た
が
、

２
年
次
が
そ
の
他
の
競
技
で
次
々
と
勝
利
し
、

中
間
発
表
で
は
１
位
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
勝
敗
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
応
援
合
戦
は
、

ど
の
年
次
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
日
々
の
練
習
の

成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
応
援
合
戦
は
３
年

次
が
１
位
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
最
終
種
目
の

全
員
リ
レ
ー
で
は
２
年
次
が
１
位
と
な
り
、
２

年
次
が
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
っ
て
総
合
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。�

　
今
年
も
保
護
者
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

あ
た
た
か
い
応
援
、
美
味
し
い
豚
汁
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�〈
各
年
次
応
援
団
長
の
感
想
〉�

11
Ｈ
Ｒ
　
福
澤
　
凌�

　
初
め
て
の
体
育
祭
は
と
て
も
悔
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
番
で
自
分
の
一
番
の
力

を
発
揮
す
る
の
は
、
大
変
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。�

ま
た
、
団
長
と
し
て
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

応
援
合
戦
で
は
声
を
極
限
ま
で
張
り
、
団
員
た

ち
を
声
で
き
ち
ん
と
引
っ
張
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。�

　
来
年
こ
そ
は
総
合
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。�

21
Ｈ
Ｒ
　
一
戸
　
大
地�

　
去
年
は
悔
し
い
思
い
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

今
年
は
応
援
・
総
合
ど
ち
ら
も
優
勝
を
狙
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
結
果
、
総
合
で
は
優
勝
で
き
ま
し
た
が
、
応

援
で
は
優
勝
で
き
な
か
っ
た
の
で
来
年
は
ど
ち

ら
も
優
勝
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い

で
す
。�

31
Ｈ
Ｒ
　
小
野
　
侑
大�

　
総
合
優
勝
を
目
標
に
、
ダ
ン
ス
や
競
技
練
習

を
頑
張
り
ま
し
た
。
総
合
優
勝
は
逃
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
応
援
で

は
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
努
力
は
実
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
は
将
来
に
向
け
た
目
標
を
し
っ
か

り
と
立
て
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�【
７
・
８
月
の
行
事
予
定
】�

７
月
19
日（
木
）　
１
学
期
終
業
式�

　
　
20
日（
金
）〜
８
月
20
日（
月
）　
夏
季
休
業�

８
月
２
日（
木
）　
中
学
生
の
１
日
体
験
入
学�

　
　
21
日（
火
）　
２
学
期
始
業
式�

　
　
27
日（
月
）〜
29
日（
水
）�

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
１
、２
年
次
）�

�

●
お
知
ら
せ�

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
鎖
日�

　
　
　
　
　
　
８
月
13
日（
月
）〜
14
日（
火
）２
日
間�

　
学
校
閉
鎖
中
は
、

校
内
外
の
部
活
動

も
禁
止
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
務

職
員
も
い
ま
せ
ん

の
で
、
学
校
へ
の

問
合
せ
、
各
種
証

明
書
の
発
行
も
対

応
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�
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発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係�

1
０
１
７
３
ー
74
ー
２
１
１
１
（
代
表
）�

このコーナーでは、元気いっぱいな�

園児達の作品をご紹介します。�

めぐみこども園のなかよしたち�

「忍者に変身！」�

★このコーナーで�
　は、１歳を迎え�
　たチビッコ達を�
　ご紹介します�

〇
千
葉
県
船
橋
市
�

〇
東
京
都
青
梅
市
�

〇
埼
玉
県
狭
山
市
�

�
塩
　
谷
　
貴
　
治
 
様
�

伊
　
藤
　
篤
　
哉
 
様
�

埼
玉
県
狭
山
市
在
住
 
様
�

（
６
月
25
日
ま
で
入
金
分
）�

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
�

ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
�

し
た
。
�あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

7月号�
№160

ホームページアドレス http:://www.town.fukaura.lg.jp/

元気�
こんなに�

です!

た つ き　じ ゅ なさん（６さい）�

じ ん ば　り ひ とくん（５さい）�

はせがわ　あ お いくん（５さい）�

しぶたに　あ ゆ かさん（５さい）�

�

（左から）�

（� ）�
ちゃん�

父�福　道�さん�
母�万知子�さん�

岩崎上�

川内　愛菜�
ま　な�

（� ）�
ちゃん�

父�正　智�さん�
母�知恵子�さん�

正久�

原田　樹吹�
いぶき�


